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論文の内容の要旨
　本研究は，植民地統合以降のアフリカ諸国における経済成長と経済発展の決定要因について，新しい視角から
する仮説を提示し，これを実証することを目的としている。著者は特に，サブ・サハラ地域アフリカ諸国におい
て長期にわたって経済の停滞が続いている原因を究明しようとしている。著者は，このような研究目的のために，
歴史分析，理論モデル分析，およびデータに基づく統計分析を総合的に用いるという研究手法を適用している。
　20世紀に力点をおきつつ19世紀初頭にまで遡って歴史分析を行った上で，サブ・サハラ地域アフリカ諸国を中
心に49のアフリカ諸国の発展における特に顕著な一般的特徴として次のような点を明らかにしている。
（i）これら諾国が独立国家とならた時点で，きわめて遇酷な初期条件に直面せざるを得なかったこと；（ii）小国
が群生していたこと；（iii）人口密度が全般的に低いのに，その人口の地理的分布が不均一であったこと；（i▽）民
族的かつ言語的に人口が細分化されていること；（V）国内市場の規模が狭小であること；（Vi）単一の作物への経
済的依存；以上の広範な歴史的考察は，本論文の後の部分における分析的説明の背景として重要である。
　本論文に関連する経済成長理論や，アフリカにおける経済発展に関しては多数の文献があるが，著者はこれら
に精通し，特に，経済成長諸理論に関して集中的な検討を行い，古典派および新古典派の成長諸理論のみならず，
より最近の内生的成長諾理論についての文献の展望を行っている。それを基に，貯蓄の役割の重要性に着目した
著者自身の理論的枠組を展開している。資源の動員にかかわる困難な問題への著者のアプローチは特に注目すべ
き点であり，アフリカ諸国における金融システムの特質，政策（特に財政政策），外国投資の役割に関しすぐれた
考察がなされている。
　以上の諾分析は，本論文の後半部分において実施されている実証データの分析を裏づけるための導入的役割を
果たしていると言える。この実証分析では，ペンシルバニア大学の国連国際比較プロジェクト（TheUnitedNati㎝s
I耐emationa1Comp孤isonProjectattheUniversityofPennsylvania）からのデータに主として依拠し，その他のデータ
を加えてパネル・データが構成されている。相関分析の手法としては，動学的成長過程と成長要因を分析するた
めに，一般最小二乗法（GLS）が用いられている。この分析手法は，ロバート・バロー（RobertBarro）およびそ
の他の経済学者が当該分野の研究で伝統的に用いてきたものであるが，従属変数の選択は本論文の著者による独
自の分析モデルに沿って行われている。この実証的統計分析によって，歴史分析，理論分析から得られた諸仮説
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が検証されている。実証的に確認された結論の重要なものは以下の通りである。
1．初期条件はそれ以降の成長の重要な決定要因である。サブ・サハラ・アフリカ諸国における成長始発分岐点
　は，一人あたり所得で測って跳O米ドル（1985年購買力平価）であることが確認される。
21アフリカ諸国の開発経験を理解するためには，植民地時代の遺制を考慮する必要がある。
3．投資と国内貯蓄は成長メカニズムの中での外生変数と考えられるべきでなく，各国の国内経済状況に反応す
　る内生変数である。
4．貿易に関しては，政策によって誘発されたもののみならず，自然条件にも起因する，きわめて高い障害が存
　在していた。
5．アフリカ諾国において持続的成長と発展を達成するためには，人的資本が決定的要因である。
6．高い人口成長率は経済成長に負の影響を与える。
7．一次産業部門の発展が無視されていることは，アフリカにおける経済成長に負の影響を与えている。
審査の結果の要旨
　第二次大戦後のサブ・サハラ・アフリカにおける貧弱な開発経験によって，正統派経済学理論は長い問挑戦を
受けてきたといえるだろう。アジアとかラテン・アメーリカのような発展途上諸国の一部では少なくとも高度成長
期があったが，ほとんどのアフリカ諸国においては離陸の初期過程にさえも入ることはなかった。加えてアフリ
カ諸国は世界でも最貧の諸国である。この事実は，新古典派経済学の一分野である成長理論にとって深刻な挑戦
を意味している。というのは，この成長論によれば，1人あたり所得が低い国ほど，経済成長率が高くなるはず
であったからである。しかし一方で政治学者の多くは，各国の経済成長率の収束化など起きないのは当然のこと
と主張するであろうが，彼らの主張は現実のデータを分析する厳密な実証的方法によって裏付けされたものでは
ない。このことを考慮するとき本研究は現代の政治経済学に優れた成果を付加したといえよう。
　本論文の著者は，分析対象となる歴史的遇程に留意しつつ，計量経済学の標準的手法と経済成長理論の手法に
十分に習熱した上でこれらを統合したアプローチ分析を進めている。著者によれば，アフリカの発展経験に関す
る既存の文献においては，分析に用いられた理論的枠組が異なるのに応じて，多様なかつ矛盾した説明仮説が提
示されているという。著者は更に，これら既存の文献ではそれぞれで適用された理論的枠組を正当化することに
のみ腐心していると指摘している。以上のような分析をもとに，著者は，歴史的展望，確固たる理論的基礎，お
よび適確なデータにもとづく注意深い統計学的分析を統合した分析枠組の必要性を唱えているが，まったく妥当
な主張であるといえよう。本論文ではこのような方法論に基づいて適切な分析を行ない，成長の政治経済学一般
に対して新鮮で価値ある貢献を行っているだけでなく，サブ・サハラ・アフリカにおける発展の経験についての
理解を深めることにも貢献している。
　本研究による顕著な学術的貢献は以下の通りである。まず第一に，・アフリカ諸国における成長動態を説明する
には，植民地時代後期を申心とした成長の初期条件に注目する必要があることを指摘している点である。第二に，
著者が成長の経路依存症（PathDependence）を証明することによって，成長の収束（または条件付き収束）論に
固執する成長理論の提唱者に対して説得力ある反証を提示していることである。第三に，歴史的展望と確固たる
理論を統合する方法論上のフロンティアの開拓に貢献しているという点である。第四に，人口成長と経済成長の
問に負の関係があるという命題を提起することによって，開発政策上の重要な含意を得ているという点である。
　本研究が，開発政策および成長の政治経済学分野において，将来研究されるべき重要な課題を提起しているこ
とは疑い得ない。また，アフリカ経済についてより広範な，かつ，より質の高いデータを収集することの必要性
も本研究が示唆するところである。
　よって，著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
一n1一
